私は少年事件の実名報道に反対である。
確かに、少年犯罪が起きた際にそれがどのような人物によるものであったのかというのは世間の興味を引く大きな関心事になり、他にも、自分の周囲にそのような人物がいないかを確認したり、不安を取り除くための手立てになる。しかし、もう既に死刑が確定しているなど、更正の余地が無いと判断された場合を除き、基本的には20歳未満ではまだ社会経験が豊富とは言えず、人間的にも未熟であると考えられ、そのような年齢であるならば、もう一度社会に戻るきっかけを与えるべきだと考える。もし少年事件の犯人の実名が報道されてしまったら、その後の社会では少年が先入観を持って見られることになり、更正の機会を失ってしまうだけでなく、社会に溶け込めないことからさらなる犯罪を起こしてしまう可能性も考えられる。また、20歳未満の年齢である場合、同居している家族がいることが多く、少年のみならずその家族までが報道によるいじめ、迫害などの被害を受けることが予想される。このようなことは本来の報道の目的の範疇を超えるものであり、適切ではない。
[bookmark: _GoBack]以上の理由から、私は少年事件の実名報道をすることはそれ以上の社会的不利益を生むと考えるため、反対する。   (井口)
